
ク
ァ
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
マ
ラ
ヤ
大
学
に
十
一
日
問

滞
在
し
て
か
ら
、
サ
ラ
ワ
ク
州
の
首
都
ク
チ
ン
に
飛

ん
だ
の
は
、
一
九
八
八
年
四
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。

翌
日
サ
ラ
ワ
ク
博
物
館
館
長
ル
ー
カ
ス
・
チ
ン
氏
に

会
う
。
サ
ラ
ワ
ク
に
は
総
合
大
学
は
な
く
、
東
南
ア

ジ
ア
で
最
も
充
実
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
の
博
物

館
が
、
学
術
文
化
の
中
心
と
な
り
、
研
究
施
設
と
し

て
の
大
学
の
機
能
を
果
し
て
い
る
。
館
長
は
さ
っ
そ

く
館
長
代
理
の
ピ
ー
タ
ー
・
ケ
デ
ィ
ッ
ト
博
士
、
文

化
担
当
の
チ
ユ
ー
ト
ン
・
カ
ボ
イ
氏
を
館
長
室
に
呼

ぱ
れ
、
私
と
四
人
で
調
査
地
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
ム
カ
と
カ
ピ
ッ
ト
の
二
地
区
を
候
補
地

に
選
び
、
チ
ユ
ー
ト
ン
氏
と
と
も
に
予
備
調
査
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

リ
ド
ゥ
所
長
を
訪
ね
、
三
つ
の
イ
バ
ン
ロ
ン
グ

1
 
●

ハ
ウ
ス
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
0

四
月
二
十
六
日
朝
、
地
区
事
務
所
の
車
で
、
チ
ユ

ー
ト
ン
氏
、
地
区
事
務
所
員
と
と
も
に
、
ニ
ャ
ヤ
ン

(
十
ビ
レ
ッ
ク
、
ビ
レ
ッ
ク
は
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
中
の

家
族
)
、
ジ
ャ
コ
ン
(
十
一
ビ
レ
ッ
ク
)
、
ア
ジ
イ
(
九

ビ
レ
ッ
ク
)
の
三
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
。
初
め

予
四
月
二
十
五
日
朝
ノ
小
型
ボ
ー
イ
ン
グ
機
に
て
ま

ず
シ
プ
ヘ
。
シ
ブ
か
ら
ム
カ
へ
は
、
水
位
低
く
小
型

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
の
便
は
な
か
っ
た
0
 
し
か
し
、
一

力
月
前
に
開
通
し
た
ぱ
か
り
の
路
線
を
走
る
バ
ス
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
三
時
間
半
の
、
か
な
り
振
動
の

は
げ
し
い
バ
ス
乗
車
の
後
ム
カ
の
小
さ
な
町
に
到

着
し
た
。
た
だ
ち
に
地
区
事
務
所
に
、
以
前
サ
ラ
ワ

ク
博
物
館
で
一
度
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
、
ア
ン
ド
ル

(紀行文)
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て
の
イ
バ
ン
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
訪
問
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
歓
迎
さ
れ
た
が
、
昼
問
の
こ
と
で
仕
事
に
出
て
い

る
人
が
多
く
、
ト
ア
イ
・
ル
マ
(
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
長

ト
ア
イ
は
長
ル
マ
は
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
意
)
に
会

え
た
の
は
ル
マ
・
ア
ジ
イ
だ
け
だ
っ
た
。
ル
マ
.
ジ

ヤ
コ
ン
は
道
路
か
ら
だ
い
ぷ
離
れ
て
い
て
、
歩
い
て

到
達
す
る
の
が
大
変
で
あ
っ
た
。
三
っ
の
ロ
ン
グ
ハ

ウ
ス
と
も
規
模
が
小
さ
い
と
感
じ
た
。

翌
二
十
七
日
、
ム
カ
空
港
か
ら
小
型
機
で
シ
プ
ヘ
。

シ
プ
か
ら
カ
ピ
ッ
ト
へ
の
当
日
の
空
の
便
は
な
か
っ

た
の
で
、
翌
二
十
八
日
に
カ
ピ
ッ
ト
へ
飛
ん
だ
。
地

区
事
務
所
長
不
在
の
た
め
、
事
務
所
員
に
三
っ
の
口

ン
グ
ハ
ウ
ス
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
0

カ
ピ
ッ
ト
の
町
(
人
口
三
千
五
百
)
か
ら
バ
レ
ー

川
中
流
へ
の
唯
一
の
交
通
路
は
川
で
あ
る
。
翌
朝
の

急
行
船
で
約
三
時
間
バ
レ
ー
川
を
さ
か
の
ぽ
り
、
ナ

ン
ガ
(
河
口
)
カ
イ
ン
で
急
行
船
か
ら
川
に
浮
ぶ
二

本
の
丸
太
の
上
に
降
ろ
さ
れ
た
時
は
途
方
に
暮
れ

た
。
不
安
定
な
丸
太
の
上
か
ら
、
チ
ユ
ー
ト
ン
氏
が

大
声
で
助
け
を
求
め
た
が
、
何
の
応
答
も
な
か
っ
た
。

し
ぱ
ら
く
し
て
、
二
人
の
子
供
が
ロ
ン
グ
ボ
ー
ト
で

カ
イ
ン
川
を
下
っ
て
き
た
の
で
呼
び
止
め
、
向
う
岸

の
ル
マ
・
プ
ジ
ャ
(
二
十
四
ビ
レ
ッ
ク
)
の
と
こ
ろ

ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
ト
ア
イ
・
ル
マ
は
不
在
で

あ
っ
た
。

こ
の
後
ロ
ン
グ
ボ
ー
ト
で
バ
レ
ー
川
の
少
し
上

流
の
ル
マ
・
。
ハ
ン
ガ
ウ
(
二
十
五
ビ
レ
ッ
ク
)
ま
で

0
、ノ

送
っ
て
も
ら
い
、
ト
ア
イ
・
ル
マ
と
そ
の
家
族
の
歓

待
を
受
け
た
。
近
い
う
ち
に
ま
た
訪
問
し
た
い
旨
述

べ
る
と
、
五
月
下
旬
に
ガ
ワ
イ
(
祝
祭
)
が
あ
る
の

で
、
そ
の
時
来
る
よ
う
に
と
一
言
わ
れ
た
。
下
り
急
行

船
の
来
る
時
問
と
な
っ
た
の
で
、
も
う
一
っ
の
ロ
ン

グ
ハ
ウ
ス
訪
問
は
取
止
め
、
二
時
間
お
く
れ
て
や
っ

て
き
た
急
行
船
で
、
タ
方
カ
ピ
ッ
ト
の
町
に
着
い
た
。

こ
の
予
備
調
査
の
結
果
カ
ピ
ッ
ト
地
区
が
ず
っ

と
伝
統
的
な
イ
バ
ン
文
化
を
保
持
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ム
カ
は
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
が
小

規
模
な
の
と
、
タ
ク
シ
ー
で
一
時
間
か
か
る
が
、
カ

ピ
ッ
ト
で
は
急
行
船
が
利
用
で
き
る
の
で
、
カ
ピ
ツ

ト
を
調
査
地
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
五
月
九
日
ク

チ
ン
よ
り
カ
ピ
ッ
ト
へ
移
っ
た
0
 
カ
ピ
ッ
ト
地
区
は

野
党
の
優
勢
な
地
域
で
あ
り
、
ル
ー
カ
ス
館
長
も
こ

の
点
を
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
今
ふ
り
返
っ
て
み
る

と
、
予
備
調
査
の
重
要
性
を
感
ず
る
と
と
も
に
、
こ

の
地
域
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
本
調
査
の
結
果
か
ら
見

て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

グ

ノ
.

ー
,

一

一
一

一

、

出
■

゛

一

独
立
二
十
五
周
年
記
念

一
九
八
八
年
に
在
外
研
究
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、

サ
ラ
ワ
ク
に
行
っ
た
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
。
サ
ラ
ワ

ク
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
よ
り
独
立
し
て
か
ら
二
十
五

周
年
を
迎
え
、
様
様
な
雲
行
事
が
催
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
日
本
と
異
な
り
、
サ
ラ
ワ
ク
は
多
民
族
か

ら
成
る
社
会
で
あ
る
。
六
月
と
七
月
に
、
サ
ラ
ワ
ク

を
構
成
す
る
イ
バ
ン
、
マ
レ
ー
、
ビ
ダ
ユ
ー
、
メ
ラ

ルマ・ジャマル外景
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ノ
ー
、
オ
ラ
ン
・
ウ
ル
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
各
民
族

文
化
に
関
す
る
研
究
会
が
各
地
で
催
さ
丸
七
月
三

十
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
、
ク
チ
ン
で
そ
れ
ら
を

ま
と
め
る
シ
ン
ポ
、
シ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

の
中
で
、
私
は
カ
ピ
ッ
ト
で
催
さ
れ
た
イ
バ
ン
研
究

会
と
、
ク
チ
ン
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
。

イ
バ
ン
研
究
会
は
六
月
二
十
七
日
よ
り
三
十
日
ま

で
、
約
四
十
人
が
参
加
し
て
、
メ
リ
ガ
イ
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
イ
バ
ン
の
伝
統
文
化
、
イ
バ
ン
文
化

の
歴
史
的
側
面
、
イ
バ
ン
の
伝
統
社
会
イ
バ
ン
と

そ
の
隷
徴
お
よ
び
今
日
の
イ
バ
ン
に
つ
い
て
、
マ
レ

ー
シ
ア
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
専
門
家
に
ょ
っ
て
報
告
が
行
わ

れ
たク

チ
ン
の
ホ
リ
デ
ィ
・
イ
ン
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ジ

ウ
ム
で
は
、
州
長
官
、
副
長
官
な
ど
の
基
調
講
演
に

つ
づ
い
て
、
各
地
で
開
催
さ
れ
た
研
究
会
の
報
告
が

な
さ
れ
た
後
多
文
化
社
会
に
お
け
る
民
族
性
、
芸

術
、
物
質
文
化
、
音
楽
、
・
言
語
、
慣
習
法
観
光
文

化
な
ど
の
話
題
に
つ
い
て
の
発
表
と
討
繋
行
わ
れ

た
。
イ
バ
ン
研
究
会
の
発
表
者
の
外
に
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
学
者
に
ょ
る

報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
専
門
家
に
会
え
た
の

は
、
記
念
行
事
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。

.
ヘ
ン
グ
ル
ー
・
マ
マ
ッ
ト

カ
ピ
ッ
ト
地
区
の
人
口
は
三
万
八
千
九
百
八
十
一ン

族

人
(
一
九
八
八
年
六
月
五
日
現
在
)
で
、

は
そ
の
八
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
他
に
は
中
国

人
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
マ
レ
ー
人
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
0
 
イ
バ
ン
族
は
テ
マ
ン
ゴ
ー
、
ペ
マ
ン
チ
ャ
あ
る

い
は
ぺ
ン
グ
ル
ー
と
呼
ば
れ
る
九
人
の
現
地
人
の
指

者
の
下
に
あ
る
0
 
ぺ
ン
グ
ル
ー
・
マ
マ
ッ
ト
は
バ

レ
ー
川
中
流
の
三
十
四
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
担
当

、ノ

し
、
私
が
調
査
し
た
三
つ
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
、

い

ず
れ
も
彼
の
指
導
下
に
あ
っ
た
。

五
月
二
十
五
日
、
私
は
バ
レ
ー
川
支
流
の
ガ
ッ
ト

川
の
下
流
に
あ
る
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
、
ペ
ン
グ
ル

、ノ

マ
マ
ッ
ト
を
訪
問
し
た
。
先
の
予
備
調
査
で
訪

.

れ
た
ル
マ
・
パ
ン
ガ
ウ
が
、
私
の
調
査
目
的
に
最
適

0
、ノ

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

次
に
ぺ
ン
グ
ル
ー
・
マ
マ
ッ
ト
を
訪
問
し
た
の
は

十
一
月
二
十
八
日
で
、
結
局
第
二
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス

と
し
て
滞
在
中
の
ル
マ
・
パ
ン
ガ
ウ
の
調
査
終
了
後

0
、ノ

の
、
第
三
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
推
薦
し
て
も
ら
う
た

め
だ
っ
た
。
十
二
月
十
七
日
、
マ
マ
ッ
ト
氏
の
子
息

ナ
ン
ガ
.
ガ
ッ
ト
よ
り
ガ
ッ
ト
川
を
ロ
ン
グ
、
ホ

、

こー
ト
で
時
間
さ
か
の
ぽ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ル

マ
・
サ
イ
ド
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
ト
ア
イ

.

ル
マ
・
サ
イ
ド
の
快
諾
を
得
て
、
最
後
の
ロ
ン
グ
ハ

ウ
ス
が
決
っ
た
の
で
あ
る
。
ペ
ン
グ
ル
ー
・
マ
マ
ッ

ト
が
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
暖
か
い

人
問
性
に
ょ
っ
て
、
私
の
調
査
の
基
本
方
針
の
決
定

に
与
え
ら
れ
た
影
響
は
大
き
い
。

クンボを織るトアイ・ルマ・サイドの義母
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明
し
た
。

翌
朝
ル
マ
・
パ
ン
ガ
ウ
か
ら
、
ト
ア
イ
・
ル
マ
の

0
、ノ

娘
婿
他
一
人
が
迎
え
に
来
ら
れ
、
ロ
ン
グ
ボ
ー
ト
で

約
二
十
分
バ
レ
ー
川
を
下
っ
て
ル
マ
・
パ
ン
ガ
ウ
に

0
、ノ

着
い
た
。
こ
の
日
が
、
予
備
調
査
の
時
ト
ア
イ

.

ル
マ
・
パ
ン
ガ
ウ
か
ら
招
待
さ
れ
た
ガ
ワ
イ
・
ダ
ヤ

0
、ノ

ク
の
当
日
で
あ
っ
た
。
数
多
い
ガ
ワ
イ
の
中
で
、
ガ

ワ
イ
・
ダ
ヤ
ク
は
イ
バ
ン
族
の
新
年
の
祝
祭
で
、
最

も
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
仕
事
の
た
め
ロ
ン
グ
ハ

ウ
ス
を
離
れ
て
い
る
人
人
も
、
こ
の
ガ
ワ
イ
に
は
皆

帰
っ
て
く
る
。
他
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
か
ら
の
親
族
や

客
も
多
い
。
ル
ア
イ
(
廊
下
、
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
内
の

共
通
の
場
)
の
中
央
に
建
て
ら
れ
た
、
い
く
つ
か
の

ク
ン
ボ
(
儀
礼
用
の
木
綿
の
織
物
)
で
象
徴
さ
れ
る

神
の
回
り
を
、
三
人
の
レ
マ
ン
バ
ン
(
吟
唱
詩
人
)

が
徹
夜
で
祈
願
を
し
て
回
る
中
を
、
人
人
は
行
列
を

な
し
て
ル
ア
イ
の
端
か
ら
端
ま
で
歩
き
、
各
所
で
ピ

リ
ン
(
神
に
供
物
を
す
る
こ
と
)
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

他
方
、
盛
装
し
た
男
女
が
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
入
賞
者

が
表
彰
さ
れ
る
な
ど
の
余
興
が
時
折
行
わ
れ
た
。
熱

気
の
こ
も
っ
た
祝
祭
は
夜
を
徹
し
て
続
け
ら
れ
た
。

十
二
月
二
十
八
日
、
ル
マ
・
、
シ
ャ
マ
ル
の
近
く
の

ル
マ
・
ア
ン
バ
ウ
に
お
け
る
、
こ
の
地
区
で
有
名
な

ガ
ワ
イ
.
ト
ア
に
、

ン
の
若
い
友
人
二
人
と
と

も
に
参
加
し
た
。
レ
マ
ン
バ
ン
の
祈
願
盛
装
し
た

男
女
の
行
列
、
着
て
い
る
シ
ャ
ツ
に
針
を
通
す
魔
除
、

五
頭
の
豚
の
犠
牲
と
、
取
出
さ
れ
た
肝
臓
の
供
物
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
多
彩
な
行
事
に
ょ
っ
て
、
ア
ン
ダ

.

マ
ラ
神
が
招
か
れ
、
幸
運
と
富
が
祈
願
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
ガ
ワ
イ
を
通
し
て
、
私
は
イ
バ
ン
族
の

真
の
歓
待
に
接
し
た
と
思
う
。
多
量
の
ト
ア
ク
(
米

ガ
ワ
イ

五
月
二
十
六
日
、
私
は
マ
マ
ッ
ト
氏
に
ょ
っ
て
、

ナ
ン
ガ
・
ガ
ッ
ト
の
中
国
人
酒
保
に
お
け
る
ガ
ワ

イ
・
ト
ア
(
幸
運
と
富
を
祈
る
祝
祭
)
に
連
れ
て
い

か
れ
た
。
そ
の
際
、
後
程
調
査
の
最
初
の
ロ
ン
グ
ハ

ウ
ス
と
な
っ
た
ル
マ
・
、
シ
ャ
マ
ル
の
ト
ア
イ
・
ル
マ

や
そ
の
他
の
人
人
と
出
会
っ
て
い
た
こ
と
が
後
日
判

0
.

ノ

ノ

イ
ノ、

魔除。大雨の後、バレー川増水の時。ルマ・ジャマルにて
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か
ら
造
る
イ
バ
ン
族
の
地
酒
)
を
飲
み
、
ご
ち
走
を

食
べ
な
が
ら
、
夜
を
徹
し
て
歓
談
す
る
。
イ
バ
ン
族

の
暖
か
い
気
持
が
、
こ
の
時
程
は
っ
き
り
と
感
じ
ら

れ
る
時
は
な
い
。

本
調
査

現
在
サ
ラ
ワ
ク
で
は
、
観
光
客
は
歓
迎
さ
れ
る
が
、

長
期
の
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
今
日
ま
で
に
調
査
許
可
を
得
た
者
は
日
本
人
で

は
わ
ず
か
三
人
で
あ
り
、
私
の
場
合
も
、
最
終
的
な

州
政
府
の
許
可
が
あ
っ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
六
月

一
十
四
日
で
あ
っ
た
。

カ
ピ
ッ
ト
の
町
と
、
調
査
地
近
く
の
バ
レ
ー
中
学

に
お
い
て
、
イ
バ
ン
語
の
学
習
を
し
た
後
九
月
五

日
か
ら
本
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
、
時
時
カ
ピ
ッ
ト

の
町
へ
帰
っ
た
以
外
は
、
前
述
の
三
っ
の
ロ
ン
グ
ハ

ウ
ス
の
ト
ア
イ
・
ル
マ
宅
に
、
通
訳
と
と
も
に
滞
在

し
た
。
家
族
と
親
族
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
主
と
し

て
面
接
に
ょ
っ
て
行
っ
た
。

イ
バ
ン
族
の
家
族
と
親
族
に
関
す
る
代
表
的
な
研

究
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
名
誉
教
授
デ
レ

ツ
ク
.
フ
リ
ー
マ
ン
の
そ
れ
で
あ
る
0
 
フ
リ
ー
マ
ン

男
女
が
結
婚
す
る
場
貪
夫
妻
だ
け
の
新
居
を

、

は構
え
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
、
イ
バ
ン
社
会
の
最
も

重
要
な
特
質
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、
私
の
調
査

し
た
と
こ
ろ
で
は
、
い
ず
こ
も
同
じ
く
、
多
数
の
夫

婦
が
結
婚
時
に
核
家
族
を
形
成
し
て
い
た
。

を
後
に
し
て
、
急
行
船
で
シ
ブ
に
向
か
っ
た
の
は
、

三
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
(
大
学
神
学
部
教
授
)

表
紙
の
こ
と
ば

本
調
査
終
了
後
十
力
月
に
わ
た
る
カ
ピ
ッ
ト
滞

在
を
終
え
、
サ
ラ
ワ
ク
に
お
け
る
イ
パ
ン
文
化
の
全

体
像
を
得
る
た
め
、
通
い
な
れ
た
カ
ピ
ッ
ト
波
止
場

田
辺
校
地
の
建
物
は
直
線
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
、
私
に
は
厳
し
す
ぎ
る
。
心
の
休
ま
る

柔
ら
か
さ
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
寛
い
だ
気
持

に
な
れ
な
い
。
そ
の
な
か
で
大
学
の
ラ
ー
ネ
ッ

ド
図
書
館
の
玄
関
前
か
ら
新
島
記
念
講
堂
を
望

ん
だ
と
き
だ
け
は
別
だ
。
僅
か
に
ほ
っ
と
す
る
。

そ
れ
も
澄
ん
だ
青
空
の
も
と
で
ょ
り
も
、
少
し

曇
り
日
の
と
き
に
眺
め
る
講
堂
の
ほ
う
が
、
建

物
の
輪
廓
が
空
に
馴
染
ん
で
い
て
、
私
に
は
気

持
ち
が
い
い
。
落
着
い
た
感
じ
に
な
る
。
そ
こ

で
私
よ
深
呼
吸
を
す
る
。

玉
井
敬
之

(
大
学
文
学
部
教
授
)

食事風景。ルマ・ジャマルにて




